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『応
仁
記
』

一
、
二
巻
本
の
書
承

一

本
稿
の
目
的
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵

『
応
仁
記
』
に
後
期
軍
記
の
書
承
の
姿

を
見
て
取
ろ
う
と
す
る
も
の
だ
。
そ
の
前
提
と
し
て
、
本
節
で
は
書
陵
部
本
が

属
す
る

『応
仁
記
』

一
、
二
巻
本
の
系
統
お
よ
び
諸
本
の
性
格
に
つ
い
て
、
概

観
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

軒

裏

麟

唯

メ

続

編

纂

群

憂

翫

関
醐

蝿

針

』

し
て
、
再
掲
す
る
こ
と
と
す
る
。

①
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本

（室
町
末
期
写
。

一
巻

一
冊
）
　

（以
下

「書
陵
部

本
」
と
略
称
）

②
建
仁
寺
塔
頭
両
足
院
蔵
本

（江
戸
初
期
写
。

一
巻

一
冊
）
　

（以
下

「
両

足
院
本
」
と
略
称
）

③
加
賀
市
立
図
書
館
蔵
聖
藩
文
庫
本

（元
禄
頃
写
。

一
巻

一
冊
）
　

（以
下

「加
賀
本
」
と
略
称
）

④
大
和
文
華
館
蔵
鈴
鹿
文
庫
本

（江
戸
中
期
写
。
二
巻
二
冊
）

（以
下

「鈴

′lヽ

鹿
本
」
と
略
称
）

⑤
龍
門
文
庫
蔵
本

（永
禄
六
年
Ａ

一
五
六
三
Ｖ
写
。

一
巻

一
冊
）

⑥
尊
経
閣
文
庫
蔵
本

（万
治
Ａ

一
六
五
八
―
六
一
Ｖ
頃
写
。
二
巻
二
冊
）

（以
下

「尊
経
閣
本
」
と
略
称
）

写
本
は
以
上
で
あ
り
、
う
ち
①
と
③
が

一
巻
本
、
⑤

・
⑥
が
二
巻
本
、
④
が

両
者
の
中
間
の
形
態
を
持
つ
一
本
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
写
本
以
外
に
、
二

巻
本
と
し
て
、
⑦
古
活
字
版

（
六
本
）
、　
及
び
③
寛
永
十
年
版
本

（以
下

「寛

永
版
本
」
と
略
称
）
が
あ
る
こ
と
も
あ
わ
せ
報
告
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
う
ち
、
⑤
龍
門
文
庫
蔵
本
は
二
巻
本
の
う
ち
、
上
巻
の
み
が
現
存
じ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

一
本
で
、
書
愕
鉾
時
が
現
存

『応
仁
記
』
諸
本
中

一
番

古
く
、
『応
仁
記
』
研
究
上
重
要
な

一
本
で
は
あ
る
が
、
本
稿
で
は
こ
れ
を
検

討
の
対
象
と
し
な
か
っ
た
。

ま
た
、
②
両
足
院
本
と
③
加
賀
本
の
関
係
は
、
聖
藩
文
庫
本
の
巻
末
に
左
記

の
よ
う
な
奥
書
が
あ
る
こ
と
か
ら
そ
の
密
接
な
関
係
が
わ
か
る
。

林

賢

土早

21



右
應
仁
記
書
本
者
本
在
建
仁
寺
コ
之
文
庫
余

一
日
到
其
住
僧
請
コ
書
写
之
住

僧
日
此
本
者
非
我
コ
家
業
之
本
吾
子
平
日
好
博
學
コ
故
所
与
汝
由
是
得
之
以

為
家
塾
コ
之
秘
本
突

寛
永
丙
子
七
月
八
日
　
　
　
河
野
春
祭

両
本
の
本
文
も

一
般
的
に
は
極
め
て
近
い
関
係
に
あ
る
が
、
両
本
を
比
べ
て

み
る
と

カロ

賀

本

両

足

院

本

暉
湖
縣
知
躊
在
し
な
い
と
い
え
る
。
つ
ま
り
、
両
本
は
兄
弟
の
関
係
に
あ
る
と
　
２

こ
う
述
べ
て
く
る
と
、
書
写
年
時
の
古
い
両
足
院
本
が
加
賀
本
に
比
し
、
良

質
な
本
文
を
持

っ
て
い
る
の
で
は
と
考
え
ら
れ
る
面
も
あ
る
が
、
そ
う
で
な
い

の
は
先
に
み
た
通
り
で
あ
る
。

両
足
院
本
の
書
写
態
度
に
は
拙
速
の
気
味
が
あ
る
。
書
写
年
時
が
新
し
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
両
本
の
代
表
と
し
て
、
本
稿
で
は
加
賀
本
を
使
用
す

る
理
由
で
あ
る
。

次
に
一
、
二
巻
本
の
中
間
形
態
を
有
す
る
と
さ
れ
る
④
鈴
鹿
本
の
本
文
部
分

は
⑦
古
活
字
本
、
③
寛
永
版
本
と
極
似
し
て
い
る
。
読
み
を
考
慮
し
て
、
振
仮

名

・
音
読
訓
読
符
号
な
ど
の
付
さ
れ
て
い
る
寛
永
版
本
を
こ
れ
ら
の
代
表
と
し

て
使
用
す
る
。

よ
っ
て
本
稿
で
頻
用
す
る
諸
本
は
、
①
書
陵
部
本
、
③
加
賀
本
、
⑥
尊
経
閣

本
、
③
寛
永
版
本
以
上
四
本
で
あ
る
。

二

一
巻
本
と
二
巻
本
に
は
ど
の
位
の
差
が
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、

こ
の
一
巻
本
と
二
巻
本
の
違
い
は
、　
一
事
を
除
け
ば
、
あ
と
は
転
写
過
程
で

生
じ
た
誤
写

。
誤
脱
の
多
寡
と
、
章
段
名
が
整
備
さ
れ
て
い
る
か
否
か
の
違

い
で
あ

っ
て
、
本
文
的
に
は
異
本
を
な
す
だ
け
の
相
違
は
な
い
。
た
だ

一
つ

の
顕
著
な
相
違
点
は
、
序
の
次
に

『
野
馬
台
詩
』
と
そ
の
注
解
と
が
あ
る
か

悪
思
フ
者
ヤ
シ
タ
リ
ケ
ン
義
就
力
宿

ノ
地
蔵
院
門
扉

二
楽
書
ヲ
シ
タ
リ
ケ

ン勘
解
由
小
路
室
町
ノ
武
衛
ノ
構
ヲ
責

落
サ
ス
ン
ハ
下
京

ヘ
ノ
通
路
容
易
カ

ラ
ス
急
キ
武
衛
ノ
構
フ
セ
メ
ヤ
ト
テ

諸
勢
ヲ
番

二
折
テ
ソ

悪
卜
思
者
ヤ
シ
タ
リ
ケ
ン

（
“
頁
）

勘
解
由
小
路
室
町
ノ
武
衛
ノ
構
ヲ
責

ヨ
ャ
ト
テ
諸
勢
ヲ
番

二
折
テ
ソ

（
８６
頁
）

右
の
よ
う
な
相
違
が
ま
ま
見
ら
れ
る
。
こ
こ
で
も
う

一
度
確
認
し
て
お
く
が
、

加
賀
本
は
寛
永
の
奥
書
を
持
つ
が
、
元
禄
頃
の
書
写
で
あ
り
、
両
足
院
本
は
江

戸
初
期
の
写
本
で
あ
る
。
従
が

っ
て
、
加
賀
本
↓
両
足
院
本
と
い
う
流
れ
は
あ

り
え
な
い
。
可
能
な
の
は
そ
の
逆
両
足
院
本
↓
加
賀
本
の
流
れ
で
あ
る
が
、
右

の
例
を
み
れ
ば
、
そ
の
可
能
性
も
な
い
こ
と
が
肯
け
よ
う
。

こ
れ
ら
両
本
は
、
健
仁
寺
に
関
わ
る
共
通
の
祖
本
を
有
す
る
が
、
直
接
の
書

や
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な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
諸
伝
本
中
、　
一
巻
本
に
は
す
べ
て
こ
れ
が
あ

り
、
二
巻
本
に
は
鈴
鹿
本
を
除
い
て
こ
れ
が
な
い
。

と
述
べ
て
い
る
。
右
の
う
ち

「章
段
名
が
整
備
さ
れ
て
い
る
か
否
か
」

（傍
点

筆
者
）
の
一
項
に
は
疑
間
が
残
る
。
和
国
の
い
う
の
は

「飯
尾
彦
六
左
衛
門
尉

歌
」
が
章
段
名
と
な

っ
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
を
そ
の
よ
う
に
指
摘
し
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
。
章
段
名
と
な

っ
て
い
な
い
一
巻
本
系
統
が
古
く
、
章
段
名

と
な

っ
て
い
る
、
つ
ま
り
整
備
さ
れ
て
い
る
二
巻
本
系
統
が
新
し
い
と
い
う
主

張
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

中
京
大
焼
之
事

（書
陵
部
本

・
８５
頁
、
加
坐
科
）
京
中
大
焼
之
事

（尊
経
閣

本
、
寛
永
版
本
）

の
よ
う
な
例
が
あ
る
。
応
仁
の
乱
当
時
中
京
の
地
は
な
い
の
だ
か
ら
、
二
巻
本

の
章
段
名
の
方
が
正
し
い
こ
と
に
な
る
。

一
巻
本
と
二
巻
本
の
先
後
に
つ
い
て
、

こ
こ
で
は

「飯
尾
…
…
」
の
章
段
名
と
は
全
く
逆
の
結
論
が
用
意
さ
れ
る
。
つ

ま
り

「
飯
尾
…
・・Ｌ
が
章
段
名
と
な

っ
て
い
る
か
否
か
と
い
う
こ
と
だ
け
か
ら
、

章
段
名
の
整
備
と
い
っ
た
評
を
下
す
の
に
は
、
些
さ
か
の
た
め
ら
い
を
お
ぼ
え

る
。
こ
の
点
を
除
け
ば
、
右
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
事
々
は
首
肯
さ
れ
る
も
の
で

あ
る
。

一
巻
本
と
二
巻
本
の
先
後
問
題
に
つ
い
て
も
、
こ
こ
で
笏
な
る
こ
と
と
す
る
。

和
国
は
二
つ
の
理
由
か
ら
、　
一
巻
本
が
二
巻
本
に
先
行
す
る
と
言
う
。

一
、
「飯
尾
…
…
」
が
章
段
名
と
な

っ
て
い
る
か
ど
う
か
。

二
、
書
陵
部
本
の
み
が
、
他
の
一
、
二
巻
本
の
全
て
が
、
巻
末
に
持
つ
文
章

を
持

っ
て
い
な
い
。

一
に
つ
い
て
は
既
に
疑
間
を
提
示
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
二
巻
本
中
目
録

を
持
つ
諸
本
で
は
、
本
文
が

「京
中
…
…
」
と
な

っ
て
い
て
も
、
日
録
で
は
「中

京
…
…
」
と
な

っ
て
い
る
。
日
録
が
本
文
に
優
先
す
る
可
能
性
は
な
い
か
と
い

う
反
論
で
あ
る
。
二
巻
本
で
も
尊
経
閣
本
に
は
目
録
は
な
く
、
日
録
の
成
立
は
、

一
、
二
巻
本
の
先
後
及
び
成
立
の
問
題
を
考
え
る
程
遡
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

目
録
の
問
題
を
考
え
な
い
理
由
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て
は
少
し
説
明
を
要
し
よ
う
。
和
田
は

一
巻
本
の
中
で
も
、
書
陵

部
本
は
他
の
二
本
に
先
行
し
、
そ
れ
ら
二
本
と
本
文
の
近
い
二
巻
本
は
一
巻
本

に
連
な
る
も
の
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
和
国
自
身
危
惧
を
示
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
、
巻
末
部
分
が
書
陵
部
本
の
脱
落
の
可
能
性
は
、
他
の
一
、
二
巻

本
が
、
書
陵
部
本
本
文
を
増
補
し
た
も
の
だ
と
い
う
可
能
性
と
同
じ
程
度
に
あ

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
も
ま
た
、　
一
巻
本
と
二
巻
本
の
先
後
を
論

じ
る
根
拠
と
は
な
り
え
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

以
上
、　
一
巻
本
と
二
巻
本
の
先
後
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
論
を
改
め
ね
ば
な

ら
な
い
こ
と
と
な

っ
た
。

三

前
節
を
承
け
、
本
節
で
は
、　
一
巻
本
と
二
巻
本
の
先
後
の
問
題
を
、
和
国
の

い
う

「
誤
字

・
誤
脱
の
多
寡
」
と
い
っ
た
程
度
の
本
文
上
の
差
異
か
ら
考
え
て

み
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お



こ
こ
で
は
、
そ
の
代
表
的
な
例
を
二
、
三
例
検
討
し
て
み
る
。

（例

一
〕

主
山

ハ
亀
山

・
岩
山

二
嵐
山
ヨ
ソ
見

ニ
ケ
レ

（書
陵
部
本

。
あ
頁
）

主
山
一亀
山
案
山

二
嵐
峯
ヨ
ソ
ミ
ヘ
ニ
ケ
レ

（加
賀
本
）

主
山
二亀
山
客
山
に
あ
ら
し
の
峯
こ
そ
み
え
に
け
れ

（尊
経
閣
本
）

主
山

二
亀
山
。
客
山

二
嵐
ノ
峯
コ
ソ
。
ミ
ヘ
ニ
ケ
レ
。
宮
尋
水
版
本
）

〔例
二
〕

敵
味
方
二
、
三
十
万
騎
ノ
猛
勢
ナ
レ
ハ
、
釜
日陵
部
本

・
％
頁
、
加
賀
本
）

敵
味
方
二
三
菖
騎
ノ
猛
勢
ナ
ン
バ
。
（寛
永
版
本

・
尊
経
閣
本
）

〔例
三
〕

官
人
官
女
モ
皆
小
路

二
蝶
臥
憂

へ
、
先
皇
モ
共
悩
二叡
心
一事

コ
ソ
ア
サ
マ
シ

ケ
レ
。
（書
陵
部
本

。
９８
頁
）

官
人
宮
女
モ
皆
小
路

ニ
ヒ
レ
臥
テ
憂

へ
先
皇
モ
上
皇
モ
ト
ニ
悩
二叡
心
一サ
セ

玉
フ
事

コ
ソ
浅
猿
ケ
レ

（加
賀
本
）

官
人
宮
女
も
み
な
小
路
二
ひ
れ
ふ
し
て
う
れ
へ
先
皇
も
正
皇
も
共
に
叡
心
を

悩
し
給
ふ
こ
そ
あ
さ
ま
し
け
れ

（尊
経
閣
本
）

官
人
モ
。
宮
女
モ
。
皆
小
路

ニ
ヒ
レ
臥
テ
憂

へ
。
先
皇
モ
正
皇
モ
。
共

二
悩
ニ

叡
心
ヲ
「
サ
セ
給
フ
事

コ
ソ
。
浅
猿
ケ
レ
。
（寛
永
版
本
）

〔例

一
〕
は
、
二
巻
本
系
統
が
正
し
い
。

〔例
二
〕
は
、
例
文
だ
け
で
は
ど

』雌
諦
箋
雰
。Ｒ
Ｆ
鍔
孵
颯
”

の
合
戦
中
の
記
事
で
あ
り
、
こ
こ
で
も
二
巻
本
の
ほ
う
が
正
し
い
と
い
え
る
。

〔例
三
〕
は
、
上
に

「官
人
宮
女
」
と
く
る
の
だ
か
ら
、　
下
も

「先
皇
上
皇
」

の
よ
う
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
書
陵
部
本
の
本
文
は
疑
間
で
あ
る
。
次
に
、
加

賀
本
の

「先
皇
モ
上
皇
そ
」
は
、
こ
の
文
で
は
同

一
人
、
後
花
園
院
を
さ
す
こ

と
と
な
り
、
こ
れ
も
お
か
し
い
。
と
す
れ
ば
、
二
巻
本
が
正
し
い
と
な
る
の
で

あ
ろ
う
が
、
「正
皇
」
と
い
う
語
の
用
例
を
見
い
出
せ
な
い
で
い
る
。
多
分
、

聖
皇
の
当
て
字
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
こ
ん
な
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
正
皇
を
見

た
加
賀
本
の
筆
者
は
、
正
皇
は
音
の
同
じ
の
上
皇
の
あ
や
ま
り
だ
と
思

っ
て
、

上
皇
と
書
い
た
。
そ
れ
を
見
た
書
陵
部
本
の
筆
者
は
上
皇
と
先
皇
と
が
同

一
人

を
さ
す
の
だ
か
ら
、
正
皇
を
略
し
て
も
よ
い
と
考
え
、
こ
れ
を
略
し
た
。

右
の
三
例
は
、　
一
、
二
巻
本
の
本
文
が
対
立
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
先
後

を
考
え
ら
れ
る
用
例
を
上
げ
た
。
本
文
の
対
立
だ
け
を
い
う
な
ら
用
例
を
今
少

し
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
「乱
夫
之
事
」
２

巻
本

・
３０
頁
）、
「乱
天
之
事
」

（
二
巻
本
）、
「藤
ノ
尾
越
」
盆

巻
本

。
９２
頁
）、
「藤
木
越
」
公
一巻
本
）
な
ど
、

そ
の
数
は
決
し
て
多
く
な
い
が
、
二
節
で
見
た
、

「中
京
大
焼
之
事
」
な
ど
も

含
め
、
そ
う
し
た
用
例
を
上
げ
る
こ
と
は
さ
し
て
難
し
い
こ
と
で
は
な
い
。

こ
こ
ま
で
、　
一
、
二
巻
本
の
対
比
と
い
う
視
点
で
み
て
き
た
。

一
巻
本
と
二

巻
本
に
は
数
は
少
な
い
が
、
対
立
が
見
ら
れ
、
二
巻
本
の
方
が

一
巻
本
に
先
行

す
る
よ
う
だ
。
二
巻
本
が

一
巻
本
に
先
行
す
る
だ
ろ
う
今

一
つ
の
理
由
は
書
陵

部
本
は
、
二
巻
本
の
上
下
の
区
切
り
位
置
を
数
行
分
白
紙
に
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
示
し
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

一
巻
本
が
二
巻
本
に
先
行
す
る
な
ら
、
そ

う
し
た
必
然
性
は
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。



四

本
節
で
は
、　
一
巻
本
と
二
巻
本
と
い
う
対
立
で
は
な
く
、

三
本
と
い
う
視
点
で
み
て
み
る
。
次
に

「
天
狗
流
星
之
事
」

示
す
。

北

ハ
黄
、
南

ハ
青
、
東

ハ
白
、
西

ハ
紅
ノ
ソ
メ
イ
ロ
ノ
山

（書
陵
部
本

・
２５

頁
）

北
ワ
黄
二
南
青
東
白
西
紅
染
色
山

（
三
本
）

〔例
二
〕

両
家
互
二
堪
道
フ
蒙
ル
事
三
度
也
。
（書
陵
部
本

。
２７
頁
）

両
家
互

二
堪
道
ヲ
蒙
ル
蔓
三
ケ
度
赦
免
セ
ラ
ル
ゝ
蔓
三
度
也

（
三
本
）

〔例
三
〕

世
挙

テ痩
馬
ノ
塵
フ
望
ミ
、
（書
陵
部
本

・
５０
頁
）

世
挙
テ
肥
馬
ノ
塵
ヲ
望
ミ

（加
賀
本
）

世
挙
テ
疲
馬
ノ
塵
フ
望
ミ
。
（寛
永
版
本
、
尊
経
閣
本
）

〔例
四
〕

彼
怨
ヲ
シ
テ

〔書
陵
部
本

。
９４
頁
〕

彼
阿
党
ヲ
シ
テ

（
三
本
）

〔例

一
〕
は
謡
曲

『歌
占
』
に
も
あ
る
よ
う
に
、
当
然
五
七
五
七
七
の
形
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
〔例
三
〕
は
、
『
太
平
記
』
に

「同
官
モ
肥
馬
ノ
塵
フ
望

ミこ

（巻

一
ほ
か
）
と
あ
る
よ
う
に
、
肥
馬
が
正
し
い
。
書
陵
部
本
の
よ
う
に

痩
馬
が
出
て
く
る
た
め
に
は
、
肥
馬
が
疲
馬
と
あ
て
ら
れ
、
字
形
と
意
味
合
い

か
ら
、
疲
馬
が
痩
馬
と
な

っ
た
と
考
え
ね
ば
な
る
ま
い
。

〔例
四
〕
は
、
前
後

関
係
か
ら
阿
党
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
阿
党
の
仮
名

「
ア
タ
ウ
」
の
「
ア
タ
」

に
怨
を
当
て
、
さ
ら
に

「
ウ
ラ
ミ
」
と
振
り
仮
名
を
付
け
た
と
考
え
ら
れ
る
。

〔例
二
〕
は
三
本
の
方
が
文
の
連
ら
な
り
が
よ
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

書
陵
部
本
の
中
か
ら
、
こ
う
し
た
用
例
を
拾
う
こ
と
は
そ
う
難
し
い
こ
と
で

な
い
。
つ
ま
り
、
書
陵
部
本
は
そ
の
書
写
年
時
の
古
さ
に
も
関
ら
ず
、
そ
の
成

立
は
現
存

一
、
二
巻
本
の
最
後
尾
に
位
置
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

書

陵

部

本

他
　
の
　
一二
　
本

寛
夜

名
月

夜坤
軸

有
様

生
曰
ル

先
代
ノ

武
家

大
乱
モ

夜
党

明
月

夜
既

ニ

乾
坤

有
様

ハ

生
ロ
ヌ

先
代

武
家
モ

大
乱

右
は
、
「天
狗
流
星
之
事
」
の
項
の
み
、　
し
か
も
書
陵
部
本
と
他
の
三
本
が

一
致
し
て
対
立
す
る
場
合
の
み
を
上
げ
た
。
右
の
表
か
ら
書
陵
部
本
に
独
自
異

文
が
多
い
の
は
肯
け
よ
う
。

こ
こ
で
書
陵
部
本
の
独
自
異
文
の
中
味
を
検
討
し
て
み
る
。

〔例

一
〕

書
陵
部
本
と
他
の

の
項
の
校
異
表
を



五

次
に
、
『応
仁
記
』
の
成
立
年
時
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
。
　
一
、
二
巻
本
に

共
通
し
て
、
「寛
正
六
年

御
土
御
門
院
ノ
御
即
位
」

（諸
本

。
１７
頁
）

の
項
が

あ
る
。
後
土
御
門
天
皇
の
追
号
が
決
定
さ
れ
る
の
は
、
同
天
皇
の
死
後
、
明
応

九
年
Ａ

一
五
〇
Ｏ
Ｖ
十

一
月

一
日
で
あ
る
こ
と
は
、
『後
法
興
院
記
』

な
ど
か

ら
刹
［
け
嚇
』
¨
麦
け
れ
師
に
一
瀬
雑
硫
計

口一日 、す
」
継
』
わ
櫛
唯
は
こ
れ
を
下

今

一
つ
注
目
せ
ね
ば
な
ら
な
い
年
号
は
、　
一
巻
本

（加
賀
本
を
含
め
）
冒
頭

の

『
野
馬
台
詩
』
迷
文
の
上
部
に
書
か
れ
て
い
る

「宗
自
元
喜
至
大
永
三
年

一

千
九
十
八
年
歎
」

（諸
本

。
１０
頁
）

の
大
永
三
年
Ａ

一
五
二
三
Ｖ
の
年
号
で
あ

る
。
少
な
く
と
も
、
管
見
に
及
ん
だ
独
立
し
た

『
野
馬
台
詩
註
』
に
は
こ
の
年

号
が
み
ら
れ
ず
、
応
仁
記
冒
頭
の

『
野
馬
台
詩
註
』
に
は
全
て
こ
の
年
号
が
存

在
す
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
年
号
は
大
き
く
二
つ
に
理
解
さ
れ
よ
う
。

一
つ
は
、

例
え
ば
、
寛
永
版
本
の
よ
う
な

『
野
馬
台
詩
註
』
が
、
応
仁
記
冒
頭
の

『
野
馬

（
台
諦
註
』
の
よ
う
に
、
そ
の
註
が
増
補
さ
れ
た
時
の
年
号
、
今

一
つ
は
、
そ
の

増
補
さ
れ
た

『
野
馬
台
詩
註
』
が

一
巻
本

『
応
仁
記
』
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
時

の
年
号
で
あ
る
。
右
い
ず
れ
の
場
合
で
も
、　
一
巻
本
の
成
立
は
こ
の
大
永
二
年

を
遡
上
し
な
い
こ
と
と
な
る
。

工〈

話
の
方
向
を
少
し
変
え
て
、
「応
仁
記
』
の
書
承
に
つ
い
て
考
え
る
。
「応
仁

記
』
の
序
文
と
思
わ
れ
る
文
章
中
に
、
「庶
幾
直
二営
字
一廣
レ
之
而
己
」
（加
賀

本

。
１８
頁
）
の
一
文
が
あ
る
。
た
だ
こ
の
文
は
鈴
鹿
本
と
寛
永
版
本
で
は
、
「庶

幾

直
営
レ字
而
廣
レ之
而
己
」
と
よ
ま
れ
て
い
る
。　
当
時
、
当
字
と
い
う
概
念

が
あ

っ
た
か
ど
う
か
が
、（鐵
ず
問
題
に
な
る
が
、
混
獲
剛
夜
話
』
に

「華
山
院

脚
詢
鰍
岬

ハ
ァ
テ
字

二
書
ス
」
と
あ
り
、　
ま
た

『
応
仁
記
』
中
に
は
、

二

宮

正
梅
」
（書
陵
部
本

。
１０８
頁
）
と
あ
る
。
『応
仁
記
』
の
例
だ
が
、
正
字
を
知
ら

な
い
と
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
と
う
ぜ
ん
当
字
の
概
念
は
あ

っ
た
は
ず

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
時
代
、
当
字
の
概
念
は
既
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
に

な
る
。
当
字
の
概
念
が
当
時
あ

っ
た
と
す
れ
ば
、
こ
こ
ま
で
、
『応
仁
記
』
が
書

承
に
よ
っ
て
伝
播
さ
れ
た
も
の
だ
と
述
べ
て
き
た
こ
と
か
ら
考
え
て
、
作
者
が

庶
幾
し
た
の
は
、
「直
二営
字
こ

で
あ

っ
た
と
肯
け
よ
う
。
本
文
の
脇
に
、
「不

知
正
字
」
と
書
き
と
め
た
姿
勢
も
、
「直
二営
字
こ

と
考
え
る
時
、　
よ
リ
ピ
ッ

タ
リ
く
る
も
の
で
あ
る
。

「庶
幾
直
二営
字
一廣
レ
之
而
己
」
と
い
っ
た
序
文
を
見
る
と
、
普
通
そ
れ
は

謙
辞
で
あ
る
と
と
ら
え
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
単
に
謙
辞
で
な
い
例
を

「
不
知

正
字
」
の
中
に
見
た
。
さ
ら
に
第
四
節
で
示
し
た
書
陵
部
本
と
他
の
三
本
の
校

異
表
を
今

一
度
参
照
さ
れ
た
い
。
「天
狗
流
星
之
事
」

の
項
は
決
し
て
長
い
項

目
で
は
な
い
。
総
字
数
四
百
五
十
字
弱
の
短
い
部
分
に
こ
れ
ほ
ど
の
差
異
が
あ

る
の
で
あ
る
。
他
の
三
本
が

一
致
し
て
い
る
例
だ
け
で
で
あ
る
。
こ
う
し
た
傾

向
は
当
項
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
書
陵
部
本
全
体
に
及
ぶ
。
そ
の
後
に
示
し
た
、

例

一
、
三
、
四
を
考
え
合
せ
る
と
、
書
陵
部
本
筆
者
の
書
写
態
度
に
は
、
む
し

“
疇
働
帥
マ

自、改
ら、変
の、を
判、ヵ口
断、ぇ
“
”
韓
れ
け
い
一
移
酔
い
酵
資
政
「
』
ｒ
鵡
馨
は
一

書
陵
部
本
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
加
賀
本
の
例
を
二
例

引
こ
う
。

〔例

一
〕



大
息
ッ
イ
テ
由
良

ヘ
タ
リ
。
中

二
防
術
フ
失
ヒ
、
只
ア
キ
レ
迷

ヘ
ル
計
也
。

（書
陵
部
本

。
８２
頁
）

大
息
ツ
イ
テ
ソ
由
良

ヘ
タ
ル

（加
賀
本
）

大
息
ツ
イ
テ
由
良

ヘ
タ
ル
城
中

ニ
モ
防
ノ
術
ヲ
ヒ
只
ア
キ
ン
迷

ヘ
ル
計

也

（両
足
院
本
）

大
息
つ
い
て
ぞ
ゆ
ら
へ
た
る
城
中
も
防
二
術
を
う
し
な
ひ
只
あ
き
れ
ま
ど
へ

る
斗
也

（尊
経
閣
本
）

一
巻
本
の
書
陵
部
本
、
両
足
院
本
で
は
、
尊
経
閣
本
の

「城
中
も
防
二
術
を

う
し
な
ひ
只
あ
き
れ
ま
ど
へ
る
斗
也
」
の
部
分
の
意
が
不
通
で
あ
る
。
こ
こ
で

は
、
「由
良
へ
」
る
の
が
寄
手
、
「術
フ
失
」
う
の
は
、
城
中
で
あ
り
、
次
に
「角

テ
両
』
震
騨

フ
止
テ
颯
卜
引
退
テ
」
（加
資
本
）
と
続
く
為
に
は
、
「城
中
も
…

…
」
の
文
は
是
非
に
も
あ

っ
て
は
し
い
一
文
だ
。
両
足
院
本
の
よ
う
な
意
味
不

明
の
本
文
を
見
た

（両
足
院
本
と
加
賀
本
が
極
く
近
い
関
係
に
あ
る
の
は
先
に

述
べ
た
。
）
加
賀
本
筆
者
が
意
識
的
に
落
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（例
二
〕

早
速

二
記
二謀
坂
人
之
交
名
「
以
テ
令
喜
口上
一者
、為
二上
意
一可
レ被
退
二出
其

（謀
〈
輌
観
稀
林
り
〉
）
坂
人ヲ
一也
。
（書
陵
部
本

・
９５
頁
、
両
足
院
本
、
尊
経
閣

本
）

早
則

二
謀
坂
人
ノ
交
名
フ
記
シ
以
令
言
上
者
上
意
ト
シ
テ
退
出
セ
ラ
ル
ヘ
シ

（加
賀
本
）

謀
坂
人
が
繰
り
返
さ
れ
る
の
を
嫌

っ
て
、
加
賀
本
が
改
変
し
た
の
が
わ
か
ろ

加
賀
本
中
に
は
、
書
陵
部
本
ほ
ど
に
右
の
よ
う
な
用
例
を
見
い
出
す
こ
と
は

で
き
な
い
が
、
加
賀
本
も
時
に
積
極
的
な
改
変
を
行
な

っ
て
い
る
例
で
あ
る
。

一
務

れ
な
け
”
燕
時

饒

計

萎

Ｈ

肝

藝

』
が

響

み
ら
れ
る
。
繰
り
返
す
要
も
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
こ
で
い
う
改
変
は
、

第
四
節
の
書
陵
部
本
や
本
節
の
加
賀
本
で
み
た
よ
う
な
小
さ
な
改
変
で
あ
り
、

一
つ
の
話
柄
を
全
て
除
く
と
い
っ
た
大
き
な
改
変
を
さ
し
て
は
い
な
い
。

つ
ま
り
、
「直
二営
字
こ

と
い
う

『応
仁
記
』
作
者
の
言
は
、
単
な
る
謙
辞

で
は
な
く
、
同
本
の
未
来
の
姿
を
予
測
し
た
言
辞
だ

っ
た
。
そ
し
て
、
『応
仁

記
』
の
作
者
を
し
て
、
そ
う
し
た
発
言
を
さ
せ
る
背
景
に
は
、
所
謂
後
期
軍
記

の
書
承
の
さ
れ
か
た
と
い
っ
た
も
の
が
あ

っ
た
。

七

こ
ん
に
ち
、
我
々
は
書
承
と
い
う
と
正
確
に
書
写
す
る
こ
と
を
想
像
す
る
。

し
か
し
、
少
な
く
と
も
後
期
軍
記
の
世
界
で
は
、
そ
う
し
た
現
代
の
常
識
は
あ

て
は
ま
ら
な
い
。
『応
仁
記
』
三
巻
本
の
成
立
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、　
糊
と

鋏
で
新
し
い
本
が
作
ら
れ
る
こ
と
が
あ

っ
た
。
そ
れ
も

「直
二営
字
こ

精
神
と

相
連
な
る
行
為
で
あ

っ
た
。

少
な
く
と
も
、
後
期
軍
記
に
お
い
て
は
、
文
章
の
通
り
が
よ
い
方
が
古
い
と

い
っ
た
単
純
な
論
理
や
本
文
に
相
違
が
あ
れ
ば
、
誤
写
誤
脱
と
決
め
つ
け
る
姿

勢
は
廃
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

一げ
）

和
国
英
道

「応
仁
の
乱
関
係
軍
記
書
誌
目
録
稿
」
合
跡
見
学
園
女
子
大
国
文
学
　
″



科
報
』
５
）

（２
）

同
右

『應
仁
記

。
應
仁
別
記
』
Ｔ
Ｈ典
文
庫
３８‐
）
解
説

（３
）

書
陵
部
本
は
注
（２
）文
献
に
基
づ
き
、
他
の
諸
本
は
、
全
て
写
真
・
コ
ピ
ー
な

ど
に
よ
っ
た
。
本
文
中
に
示
さ
れ
る
頁
数
は
全
て
書
陵
部
本
の
頁
数
を
参
考
ま
で
に

示
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
二
本
以
上
の
本
文
を
一
つ
に
扱
う
時
、
論
に
影
響
を

与
え
な
い
限
り
、
多
少
の
表
記
上
の
差
は
無
視
し
て
い
る
。
従
が
っ
て
、
振
り
仮
名

な
ど
も
大
略
省
略
に
従
が
う
。

（４
）

諸
本
と
あ
る
の
は
、
本
稿
で
頻
用
す
る
書
陵
部
本
、
加
賀
本
、
尊
経
閣
本
、
寛

永
版
本
を
さ
す
。

（５
）

池
田
敬
子

「昭
和
五
十
六
年
度
中
世
文
学
会
秋
季
大
会
」
口
頭
発
表

（６
）

例
え
ば
、
書
陵
部
本
。
１１
頁

「東
海
姫
氏
国
」
の
注
に
つ
い
て
、

「応
仁
記
」

所
載
の
『
野
馬
台
詩
註
』
と
寛
永
版
本
の
そ
れ
を
比
較
し
て
み
る
と
、
「本
朝
ハ
‥

…
姫
氏
国
」
ま
で
は
両
本
に
共
通
し
て
あ
る
が
、
「玄
恵
法
”
語
姫
氏
国
ト
ハ
日
本

ノ
主
天
照
ハ
女
也
姫
ハ
女
ノ
惣
名
也
」
は
、
寛
永
版
本
に
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
三
重

大
学
蔵
本
で
は
、
寛
永
版
本
と
同
一
の
本
文
の
周
囲
に
書
き
込
み
が
あ
り
、
そ
の
書

き
込
み
中
に
、
響
口姫
女
惣
名
也
日
本
天
照
太
神
裔
也
此
神
已二
女
体
ゥ
＾
ホ
云
也
」
と

あ
る
。
こ
う
し
た
例
は
三
重
大
学
蔵
本
中
か
ら
ま
ま
拾
え
る
。
よ
っ
て
、
「応
仁
記
』

中
の
『
野
馬
台
詩
註
』
は
寛
泳
版
本
の
よ
う
な
本
文
を
持
つ
『野
馬
台
詩
註
』
を
増

補
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（７
）

抄
物
大
系

『
燈
前
夜
話
』
４８
頁

（８
）

一
、
二
巻
本
の
先
後
問
題
で
触
れ
た
書
陵
部
本
に
他
の
三
本
が
共
に
持
つ
記
事

で
な
い
こ
と
も
、
こ
う
し
た
書
陵
部
本
の
性
格
を
考
え
る
時
、
書
陵
部
本
が
そ
れ
を

落
し
た
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

（９
）

こ
こ
で
の
二
巻
本
は
、　
一
巻
本
に
対
す
る
二
巻
本
で
、
そ
の
中
で
も
、
寛
永
版

本
・
鈴
鹿
本
が
現
存
諸
本
中
で
は
一
番
近
い
。

追
記

本
稿
は
大
阪
国
文
談
話
会
中
世
部
会
の
『応
仁
記
』
講
読
を
通
し
て
成
っ
た
も

の
で
あ
る
。
参
加
者
各
位
か
ら
、
種
々
資
料
の
恵
与
や
問
題
点
の
教
示
を
う
け
た
。
殊

に
、
島
津
忠
夫
・
池
田
敬
子
・
黒
田
彰
諸
先
生
に
は
一
方
な
ら
ぬ
援
助
を
得
た
。
こ
こ

に
謝
意
を
申
し
述
べ
る
。
ま
た
、
加
賀
本
の
閲
覧
に
は
加
賀
市
立
図
書
館
に
、
三
重
大

学
蔵

『野
馬
台
詩
註
』
の
関
覧
に
は
広
岡
義
隆
先
生
の
手
を
わ
ず
ら
わ
し
た
ｏ
合
わ
せ

て
感
謝
申
し
上
げ
る
。

２

九
人
三
・
七
・
二
〇
記
）
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